
体験通し自身を育てる
山
形
県
立
米
沢
商
業
高
等
学
校

台
湾
　
４
泊
５
日


年

月
　
実
施

海
外
修
旅
で
英
語
を
実
践

同
時
に
異
文
化
の
体
験
も

向
上
学
園
向
上
高
等
学
校

岩
手
ほ
か
計
４
方
面
　
２
泊
３
日


年

月
　
実
施

修
学
旅
行
は「
心
の
旅
」　

民
泊
で
地
域
の
人
と
交
流
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学
校
間
交
流
で
国
立
羅
東
高
級
商
業
職
業
学
校
を
訪
問

　
【
旅
行
行
程
】

　
１
日
目
は
早
朝
に
米
沢
市

役
所
へ
集
合
後
、
成
田
国
際

空
港
か
ら
台
北
の
桃
園
国
際

空
港
へ
向
か
う
。

　
２
日
目
は
、
台
北
市
内
の

中
正
紀
念
堂
、
土
地
銀
行
展

示
館
、
忠
烈
嗣
、
九
扮
、
台

北
１
０
１
展
望
台
な
ど
の
観

光
や
見
学
。

　
３
日
目
は
、
台
北
市
内
の

班
別
自
主
研
修
。
夕
食
後
に

は
士
林
の
夜
市
を
散
策
。

　
４
日
目
は
、
終
日
ク
ラ
ス

別
研
修
。
１
組
は
学
校
間
交

流
で
国
立
羅
東
高
級
商
業
職

業
学
校
を
訪
問
、
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
ケ
ー
キ
作
り
も
体
験
し

た
。
夕
食
後
は
、
永
康
街
で

自
由
散
策
。
２
組
は
龍
山
寺

を
訪
ね
た
後
小
籠
包
作
り
を

体
験
。
烏
来
ト
ロ
ッ
コ
列
車

の
乗
車
体
験
や
商
店
街
散

策
。
３
組
は
分
爆
布
の
観
光

や
天
灯
上
げ
体
験
、
野
柳
海

岸
自
然
公
園
の
観
光
、
淡
水

老
街
の
散
策
を
行
っ
た
。
４

組
は
孔
子
廟
、
林
本
源
園
邸

の
後
、
台
湾
大
学
を
訪
問
。

永
康
街
の
自
由
散
策
、
五
分

哺
服
飾
特
区
、
龍
山
寺
・
剥

皮
寮
な
ど
を
巡
っ
た
。

　
５
日
目
は
、
午
前
５
時
に

起
床
し
、
ホ
テ
ル
を
発
っ
た

後
、
桃
園
国
際
空
港
か
ら
帰

国
の
途
に
。

玉橋博幸校長

人
気
ス
ポ
ッ
ト
忠
烈
嗣

願
い
事
を
書
い
て
天
灯
上
げ

に
ぎ
や
か
な
士
林
の
夜
市

台
北
の
名
刹
・
龍
山
寺

学
校
交
流
で
合
唱
を
披
露

調
理
実
習
の
１
コ
マ

サッパ船に乗り込みリアス式海岸の景色を楽しむ

大塚花織教諭

民泊先のお母さんと記念撮影

食事づくりも手伝った

別れを惜しむ離村式

震
災
学
習
列
車

車
窓
か
ら
津
波
の
爪
痕
も

語
り
部
か
ら
当
時
の
津
波

被
害
の
状
況
を
聞
く

　
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
の
向

上
学
園
向
上
高
等
学
校
（
山

田
貴
久
校
長
）
は
、
文
武
両

道
を
掲
げ
て
い
て
、
部
活
動

が
非
常
に
盛
ん
。
運
動
部
、

文
化
部
を
含
め
て
、
全
国
大

会
に
出
場
す
る
部
も
多
い
。

学
校
行
事
も
充
実
し
、
修
学

旅
行
は
１
年
次
に
国
内
、
２

年
次
に
海
外
と
２
回
実
施
す

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
、
東
日

本
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
２
０
１
１
年
の
夏
か
ら
継

続
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
修
学
旅
行
は
、
単
な
る
観

光
旅
行
で
は
な
く
、
生
徒
た

ち
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
吸

収
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
「
心
の
旅
」
の

名
称
で
呼
ぶ
。
総
合
学
習
の

一
環
と
し
て
行
う
活
動
で
あ

る
た
め
、
体
験
学
習
を
重
視

し
て
い
る
。

　
昨
年
の
１
年
生
は
、
男
女

４
５
０
人
・

ク
ラ
ス
が


月
９
～

日
の
２
泊
３
日

で
、
岩
手
、
福
島
、
中
部

（
富
山
、
岐
阜
、
長
野
）
、

愛
知
の
４
コ
ー
ス
に
３
ク
ラ

ス
ず
つ
分
か
れ
て
実
施
し

た
。
生
徒
が
考
え
た
４
コ
ー

ス
共
通
の
テ
ー
マ
は
「
絆
」

だ
。
当
時
の
１
年
生
担
当
、

大
塚
花
織
教
諭
は
「
旅
行
に

行
く
自
分
た
ち
が
ク
ラ
ス
を

超
え
て
の
絆
を
作
り
た
い
。

そ
し
て
、
行
っ
た
先
の
地
域

の
人
や
自
然

と
の
絆
も
作

り
た
い
と
い

う
目
的
だ
っ

た
」
と
狙
い

を
明
か
す
。

　
こ
の
う
ち

岩
手
コ
ー
ス

が
今
回
初
め
て
選
ば
れ
た
の

は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
と
い
う
理
由
も
あ
る
が
、

田
野
畑
村
で
民
泊
が
で
き
る

こ
と
が
最
大
の
決
め
手
。
そ

こ
に
求
め
た
も
の
は
、
地
域

の
人
た
ち
と
の
交
流
だ
。

　
岩
手
コ
ー
ス
の
初
日
は
、

東
京
か
ら
新
幹
線
で
八
戸
へ

行
き
、
久
慈
へ
移
動
。
こ
こ

か
ら
目
的
地
で
あ
る
田
野
畑

村
ま
で
、
三
陸
鉄
道
が
走
ら

せ
て
い
る
震
災
学
習
列
車
に

乗
車
す
る
。
車
内
で
は
、
外

の
情
景
を
見
な
が
ら
、
被
災

者
の
語
り
部
と
し
て
鉄
道
会

社
の
人
か
ら
津
波
被
害
の
状

況
な
ど
を
聞
い
た
。

　
事
後
に
書
か
せ
た
感
想
文

で
は
、
一
番
印
象
に
残
っ
た

出
来
事
と
し
て
、
田
野
畑
村

で
の
民
泊
と
並
ん
で
、
こ
の

震
災
学
習
列
車
を
挙
げ
る
声

が
最
も
多
か
っ
た
。
「
津
波

で
流
さ
れ
た
も
の
が
固
め
ら

れ
て
い
る
場
所
な
ど
、
ま
だ

残
っ
て
い
る
津
波
の
爪
痕
を

車
窓
か
ら
生
で
見
て
、
生
徒

た
ち
は
心
を
打
た
れ
て
い
た

様
子
だ
っ
た
」と
大
塚
教
諭
。

三
陸
鉄
道
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連

続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
ま
ち
ゃ

ん
」
の
舞
台
に
な
っ
て
い
た

時
期
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
生
徒
た
ち
の
関
心
は
高

か
っ
た
よ
う
だ
。

　
初
日
は
田
野
畑
村
で
、
津

波
の
被
害
に
遭
っ
た
「
ホ
テ

ル
羅
賀
荘
」
に
宿
泊
し
た
。

　
２
日
目
の
午
前
中
は
、
津

波
被
災
か
ら
復
興
し
た
小
型

漁
船
「
サ
ッ
パ
船
」
の
乗
船

体
験
、
景
色
の
い
い
北
山
崎

で
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
大
津

波
に
関
す
る
語
り
部
の
講
話

―
の
３
メ
ニ
ュ
ー
を
ク
ラ
ス

ご
と
に
実
施
し
た
。
サ
ッ
パ

船
で
は
１
船
に
７
、
８
人
単

位
で
乗
り
込
み
、
リ
ア
ス
式

海
岸
の
景
色
を
観
賞
。
台
風

一
過
の
日
だ
っ
た
の
で
海
の

状
態
が
不
安
定
で
船
が
揺
れ

た
が
、
生
徒
に
と
っ
て
は
ス

リ
ル
が
あ
っ
て
楽
し
め
た
。

　
昼
に
対
面
式
を
行
っ
て
、

午
後
か
ら
は
田
野
畑
村
で
の

民
泊
体
験
。
３
、
４
人
の
グ

ル
ー
プ
単
位
で
民
泊
先
の
家

に
行
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
業

で
あ
る
農
業
、漁
業
、林
業
、

酪
農
業
な
ど
の
仕
事
を
体
験

す
る
。
農
業
家
庭
で
は
草
む

し
り
、
漁
業
家
庭
で
は
昆
布

を
干
し
た
り
し
た
。
泊
ま
っ

て
各
家
庭
で
過
ご
し
て
い
る

間
は
食
事
や
掃
除
な
ど
家
事

も
手
伝
っ
た
。

　
３
日
目
は
早
朝
に
離
村

式
。
「
民
泊
は
た
っ
た
半
日

と
一
晩
だ
け
だ
っ
た
が
、
お

別
れ
の
時
に
泣
い
て
い
る
生

徒
が
多
か
っ

た
」
（
大
塚

教
諭
）
。

　
そ
の
後
、

盛
岡
に
移
動

し
、
市
街
で

の
班
別
自
主

研
修
を
実

施
。
し
か
し
、
あ
い
に
く
の

大
雨
で
、
生
徒
た
ち
は
石
川

啄
木
記
念
館
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
計

画
を
立
て
て
い
た
が
、
昼
食

を
食
べ
る
だ
け
し
か
で
き
な

か
っ
た
よ
う
な
結
果
に
。
昼

に
出
発
し
、
帰
着
し
た
。

　
前
述
の
通
り
、
同
校
が
岩

手
コ
ー
ス
で
の
活
動
の
中
心

に
据
え
た
の
が
民
泊
で
あ

り
、
そ
し
て
結
果
的
に
生
徒

た
ち
の
心
に
一
番
印
象
に
残

っ
た
の
も
民
泊
だ
っ
た
。
大

塚
教
諭
は
「
行
く
前
は
他
人

に
気
を
遣
う
の
で
嫌
が
る
生

徒
が
多
か
っ
た
が
、
民
泊
先

の
方
が
温
か
く
接
し
て
く
れ

た
こ
と
が
生
徒
た
ち
に
響
い

た
。実
際
そ
の
家
に
入
れ
ば
、

一
生
懸
命
お
手
伝
い
を
し

た
。
そ
う
い
う
触
れ
合
い
が

印
象
と
し
て
強
く
残
っ
て
い

る
よ
う
だ
」
と
見
る
。

　
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
震

災
学
習
に
関
し
て
は
、
「
震

災
以
降
に
中
止
し
て
い
た
民

泊
の
受
け
入
れ
を
再
開
し
、

最
初
の
学
校
が
本
校
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
、
田
野
畑
村

の
皆
さ
ん
が
と
て
も
良
く
し

て
く
れ
た
。
前
日
の
震
災
学

習
列
車
も
同
様
だ
が
、
地
元

の
人
が
『
来
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
』
と
言
っ
て
い
た
の

が
、
非
常
に
子
供
た
ち
の
心

に
残
っ
た
」（
大
塚
教
諭
）。

　
１
年
次
の
心
の
旅
は
、
旅

行
会
社
が
提
案
し
て
き
た
複

数
の
コ
ー
ス
か
ら
学
年
担
当

の
教
諭
が
４
コ
ー
ス
を
選
ぶ

の
で
、
毎
回
、
行
き
先
が
変

わ
る
。
大
塚
教
諭
は
「
今
回

田
野
畑
村
へ
の
ツ
ア
ー
を
企

画
し
た
旅
行
会
社
に
は
、
で

き
れ
ば
次
年
度
も
田
野
畑
村

を
提
案
し
て
ほ
し
い
と
お
願

い
を
し
た
。
今
年
の
１
年
の

先
生
に
は
ぜ
ひ
薦
め
た
い
」

と
話
す
ほ
ど
、
生
徒
た
ち
の

心
に
残
る
田
野
畑
村
で
の
民

泊
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　
米
沢
市
の
中
心
部
に
あ
る

山
形
県
立
米
沢
商
業
高
等
学

校
（
玉
橋
博
幸
校
長
、
生
徒

数
４
６
１
人
）
は
、
１
９
０

２
年
（
明
治

年
）
に
設
立

さ
れ
た
。
今
年
で
１
１
２
周

年
と
な
る
山
形
県
で
は
一
番

古
い
商
業
高
校
だ
。
総
合
ビ

ジ
ネ
ス
科
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス

科
、
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
３

科
４
学
級
を
設
け
て
お
り
、

「
次
の
時
代
を
担
う
商
業
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
」

（
玉
橋
校
長
）
を
目
指
し
て

い
る
。

　
そ
う
し
た
学
校
の
教
育
目

的
を
今
日
的
な
視
点
で
反
映

さ
せ
る
形
で
、
海
外
修
学
旅

行
を
実
施
し
て
い
る
。
２
０

１
３
年
度
は
、
台
湾
の
台
北

市
内
を
旅
行
先
に

月
５
～

９
日
の
４
泊
５
日
で
実
施

（
別
項
・
旅
行
行
程
）
。
対

象
学
年
の
２
年
生
全
員
１
５

０
人
が
参
加
し
た
。

　
玉
橋
校
長
に
よ
る
と
同
校

で
の
海
外
修
学
旅
行
は
、
１

９
９
４
年
に
国
際
経
済
科

（
現
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
科
）
が

設
置
さ
れ
た
の
を
機
に
、

「
英
語
を
実
践
す
る
場
、
異

文
化
を
体
験
す
る
な
ど
の
目

的
の
も
と
で
始
ま
っ
た
」
と

い
う
。
当
初
の
旅
行
先
は
カ

ナ
ダ
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
学

年
全
体
の
修
学
旅
行
先
で
な

く
、
国
際
経
済
科
の
１
学
級

で
の
取
り
組
み
だ
っ
た
。
学

年
全
体
と
し
て
統
一
し
た
海

外
修
学
旅
行
は
、
３
年
前
の


年
度
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ

行
っ
た
の
が
最
初
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
翌

年
度
か
ら
台

湾
と
な
り
、
昨
年
度
も
引
き

続
き
台
湾
だ
っ
た
。

　
韓
国
、
カ
ナ
ダ
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
台
湾
と
旅
行
先
が

変
遷
し
て
き
た
背
景
に
は

「
安
く
行
け
る
外
国
と
い
う

こ
と
で
台
湾
に
落
ち
着
い

た
」
（
玉
橋
校
長
）
と
費
用

面
の
理
由
が
あ
る
。
一
方
、

台
湾
と
他
の
国
々
と
比
べ
る

と
「
親
日
家
が
多
い
こ
と
、

東
日
本
大
震
災
で
も
多
く
の

協
力
を
い
た
だ
い
た
」
（
丸

山
充
教
諭
）
な
ど
が
選
択
理

由
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
東
日
本
大
震

災
の
風
評
で
蔵
王
の
ス
キ
ー

修
旅
に

校
の
キ
ャ
ン
セ
ル

が
出
た
時
期
に
も
、
台
湾
の

高
校
が
山
形
に
来
て
米
沢
市

の
同
校
を
訪
ね
て
く
れ
た
な

ど
、
台
湾
と
の
間
に
は
少
な

か
ら
ぬ
因
縁
も
あ
る
。

　
事
前
学
習
と
事
後
学
習
に

か
か
わ
る
特
筆
事
項
は
、
学

校
設
定
科
目
と
し
て
総
合
ビ

ジ
ネ
ス
科
で
「
観
光
ビ
ジ
ネ

ス
」
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
科
で

「
観
光
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
の
授
業
を
２
年
次
に
行

っ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
授
業

は
、
事
前
学
習
と
し
て
旅
行

先
情
報
の
収
集
、
ク
ラ
ス
別

や
班
別
研
修
の
コ
ー
ス
設
定

に
寄
与
。
事
後
学
習
で
は
、

１
年
生
へ
向
け
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
と
発
表

な
ど
に
直
結
し
て
い
る
。

　
海
外
修
学
旅
行
の
目
的
で

あ
る
英
語
の
実
践
、
異
文
化

の
体
験
で
、
ど
の
よ
う
な
成

果
が
得
ら
れ
た
の
か
。
学
校

間
交
流
を
し
た
台
湾
の
国
立

羅
東
高
級
商
業
職
業
学
校
で

は
、
「
英
語
の
ほ
か
に
日
本

語
も
堪
能
な
生
徒
が
多
く
、

語
学
面
で
彼
我
の
差
を
痛
感

し
た
生
徒
も
少
な
く
な
い
」

と
の
印
象
を
丸
山
教
諭
は
も

っ
た
よ
う
だ
。
一
方
、
異
文

化
体
験
の
面
で
は
、
学
校
の

規
模（
羅
東
商
高
は
３
千
人
）

の
違
い
だ
け
で
な
く
、
「
調

理
実
習
を
一
緒
に
や
ら
せ
て

も
ら
っ
た
の
だ
が
、
教
師
が

イ
ン
カ
ム
を
つ
け
て
生
徒
た

ち
は
教
室
の
モ
ニ
タ
ー
で
先

生
の
手
元
を
見
る
形
に
な
っ

て
い
る
こ
と
。
あ
る
い
は
学

校
内
の
雰
囲
気
の
違
い
な
ど

に
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
て
い
た
よ
う
だ
」
（
丸

山
教
諭
）
。

　
修
学
旅
行
で
の
異
文
化
体

験
で
は
「
国
際
感
覚
を
身
に

つ
け
る
こ
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
の
中
で
、
い
か
に
全
地

球
的
な
視
野
で
物
事
を
見
ら

れ
る
か
、
そ
れ
を
ナ
マ
で
体

験
す
る
こ
と
が
素
晴
ら
し

い
」
と
学
年
主
任
の
我
妻
芳

徳
教
諭
は
捉
え
て
い
る
。
同

時
に
「
成
田
国
際
空
港
に
つ

い
て
バ
ス
で
開
口
一
番
、

『
日
本
は
い
い
な
』
と
言
う

声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
海
外

に
行
っ
た
か
ら
こ
そ
分
か
る

感
覚
だ
ろ
う
」
と
も
言
う
。

　
２
年
目
と
な
っ
た
台
湾
へ

の
修
学
旅
行
は
、
相
応
に
実

り
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
が
、

「
今
年
度
で
得
た
も
の
を
次

年
度
に
引
き
継
ぎ
を
し
た
」

（
我
妻
教
諭
）
と
、
一
層
の

深
化
を
示
唆
し
て
い
る
。

　高校の教育旅行は大きく様変わりしてきた。単に見る行為から一歩
進んで自ら五感を使って何かを感じ取る体験が主流となった。あるい
は、核家族化で希薄になった人間関係を肌で感じる民泊も人気が高い。
一方で、多感なこの時期だからこそ、日本の歴史や文化に触れて、知
識と日本人の生き方を自ら感得する必要性がグローバルな世界では改
めて問われている。学校が求め、実施している旅行とはどのようなも
のか。目的や教育的意図、効果などを取材した。

http://www.toei-eigamura.com/
http://inashi-kankoukyoukai.jp/
http://www.naganoken-gakushuryoko.net/

